
光配信のロードマップ案
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【光配信の普及に向けた基本的な考え方】
・中間周波数漏洩がゼロ、多チャンネル化の容易性を考慮し、将来的にはオール光配信システムを目指す。
・その過程において、漏洩レベルが低く他のサービスに干渉を及ぼさない屋内設備等については電気信号を使うことも
想定し、システム開発と同時にその設置方法や漏洩レベルについて検討する。
・まずは現在製品がない戸建て・中小規模集合住宅を対象とした、850nmシステムの試作・検証に取り組む。

・左旋規格の検討
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